
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 元旦 

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 成人の日（祝日） 

９ 火 始業式 土曜時程 席書会 

１０ 水 
安全指導 体育朝会 席書会 給食始 

エールウィーク 全学年４時間授業 

１１ 木 
計測（3.４年） ロング昼休み（１.３．６年、五組） 

情報モラル指導日 

１２ 金 
計測（１.２年） ロング昼休み（２.４．５年） 委員会 

４年生５時間授業 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 
計測（５．６年、五組） クラブ 校内書写展始 

野球教室（4年） 

１６ 火 学校生活アンケート 

１７ 水 開校記念集会 避難訓練 サポートルーム指導始 

１８ 木 特別時程 セイコー出前授業（5年） 

１９ 金 ドリームプロジェクト（6 年） 

２０ 土 開校記念日 

２１ 日  

２２ 月 特別時程 

２３ 火 全学年５時間授業（会議のため）  避難訓練予備日 

２４ 水 児童集会 ４年３組以外午前授業（校内研究のため） 

２５ 木 友だち広場 

２６ 金  

２７ 土 土曜授業（池二フェスティバル） 校内書写展終 

２８ 日  

２９ 月 委員会 

３０ 火  

３１ 水 午前授業（区の研究会のため） 体育朝会 

１月の生活目標 

「すすんであいさつをしよう」 

あいさつは人間関係の基本になります。自分からすすん

であいさつをするということは、勇気がいることかもしれませ

ん。しかし、その勇気がある人は、何事にも積極的に取り組

むことができるようになります。また、自分からあいさつをす

る人はいつも笑顔で、周りを明るくします。本校では「おはよ

うございます」、「こんにちは」、「さようなら」、などの「あいさ

つ」を、児童が自らすすんでできるように、指導しています。                  

（生活指導） 

 

 

   令和６年１月９日 

大田区立池上第二小学校 

校長  束田 都美  教  育  目  標 

よく考える子 思いやりのある子 元気な子 

１月の行事予定 

飛竜東雲 
                  校長 束田 都美 

謹んで新年のご挨拶を申し上げますと共に、能登半島地

震により被災された皆様及び御関係者の皆様に心より御

見舞い申し上げます。 

始業式では、年頭に当たり、「飛竜東雲」 (竜が雲に乗り、未来

に向かって登っていく姿により、人が能力を発揮し活躍する様子）

について、卒業生の日本画家 安西東作先生(下欄参照)が届け

てくださったスケッチとともに、登竜門(成功への道のり)の話をし

ました。鯉が河を遡って架空の生物である竜になることを、本校の

池二郎に例え、オタマジャクシが池二郎になり、池二小で学ぶ

日々を経て、どんな大人に成長していくのか、今の自分に必要な

小さな目標を設定し、タッ成（達成）を繰り返し、未来に向かって

成長していってほしいと伝えました。 

○たくさんの友達や先生と、 

○つらいことも乗り越えて、 

○どんなときも支え合って、 

○しょうらいに向かって進んでいこう 

 保護者や地域の皆様におかれましては、今年度も池二小の子

供たちのために御理解と御支援を賜りたく存じます。何卒よろしく

お願いいたします。 

１月２０日に開校９５周年を迎えます 
【開校９５周年記念の全校児童集会】 
１月１７日(水)の 8:25〜8:55 に、児童主体の代表委員会主

催で体育館にて実施します。スペースの関係で、保護者や地域の
皆様の参観は残念ながら行うことを予定しておりません。 
【コミュ二ティースクール発足】 
令和８年度に大田区全ての小中学校で導入予定ですが、本校

では１月２０日付で先行導入いたします。区内で 1６番目となりま
す。今ある組織を生かしてスムーズに移行できるよう努めます。 
【記念誌およびクリアファイル配布】 

PTA より予算をいただき作成し、紙面制作にもご参加いただき
ました。また航空写真を撮影した業者から無料でクリアファイルを
いただきました。どちらも 17 日に配布し御家庭に持ち帰ります。 
【柏の木の植樹】 
昨年５月の暴風雨で、校長室前の柏の木が倒れてしまいまし

た。柏の木は、本校の校章のデザインであり、学校・家庭・地域の
連携を表す象徴です。９５周年を節目に再び植樹をいたします。 
【絵画寄贈】 
昭和29年(1954年)の卒業生である安西東作先生から絵画

を寄贈していただきます。３・４年生の昇降口に今年度中に展示を
予定しています。安西先生は著名な日本画家で、作品は、大田区
議会ホール、池上図書館などにも展示されています。 
【開校９５周年記念の全校児童講演会】 
記念講演を３月 4日に予定しています。昭和大学 

大学院の副島
そえじま

 賢
まさ

和
かず

准教授を招聘し「命の大切さ」につい 
～自分も他人も大切に～」のテーマで御講演いた 
だきます。低学年と高学年の２部に分けて発達段 
階に合わせてお話をいただきます。保護者や地域 
の皆様の参加も可能です。ぜひ御参加ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一校一取組」 

本校では、一校一取組で体力作り、健康教育・安全

教育を推進しています。 

１０月は長縄、１１月、１２月は、池二マラソンに取り組

みました。長縄はクラスでの目標を達成するために、休

み時間にも練習していました。縄に引っ掛かった友達を

明るく励ます声掛けを行っている児童も多く、クラス全

員で協力して目標回数を目指すことができました。 

池二マラソンは同じペースで５分間走り続けることを

意識して、一生懸命に取り組むことができました。子供

たちは、「新宝島」の曲にのって、楽しみながら走ってい

ました。体育の時間にも自主的に取り組んでいる学年

もありました。 

３学期は短縄を行う予定です。寒くなり、学校以外で

の運動量が減る傾向にあります。体力向上をはじめ、子

供たちに運動する楽しさを味わわせ、体力・健康・安

全などに関心をもたせ、自主的に運動をしようとする

姿勢を育てていきます。        

   

（「一校一取組」担当） 

「１年生より」 

１２月９日（土）に、東京読売防犯協力会 読売セン

ター池上支部の方々をお招きしてセーフティ教室を行

いました。子供たちが、被害に巻き込まれやすい犯罪で

ある「不審者対応」「つれさり（誘拐）」などを未然に

防ぐ方法や、「自分の身は自分で守る」という危険回

避能力を身に付けるためのお話を頂きました。ロール

プレイやマジックを通して学び、子供たちは集中して講

話を聞いていました。防犯ブザーを付ける位置は、両手

どちらとも届くようにランドセルの前に付けること、知ら

ない人に声を掛けられても近づかないなど、日々の登

下校の安全性を高めるために今後も学級にて適宜指

導していきます。まだまだ日が落ちるのが早く、暗い時

間帯が長くなっています。学童保育の帰りや友達と遊

んだ後の帰り道についてもご家庭でご確認ください。 

 

 
 

（１年担任） 

 

 

 

「席書会、校内書写展」 

１月９・１０日の両日に、１、２年生、５組は教室にて、３

～６年生は体育館で席書会を行います。3～６年生は

毛筆、１、２年生は硬筆に取り組みます。 

子供たちは、本番に向けて、１２月から各学級で練

習を始めました。姿勢を正しくし、手本を見ながら一画

ずつ丁寧に書こうとする姿から、緊張感をもって上手に

書こうという気持ちが感じられました。冬休みも各家庭

で真剣に取り組んだことと思います。１月の席書会でも

その力を発揮してほしいと願っています。 

今年度校内書写展の保護者の方の鑑賞は以下の

日時になっており、受付を設置します。ご来校をお待ち

しております。 

日時 １月２２日（月）～２６日（金）１５：００～１６：００ 

１月２７日（土）池二フェスティバルの参観時間 

場所  

五組    教室前（１階） 

１・２年生 各教室前（２階） 

３・４年生 図工室前から家庭科室前廊下（２階） 

５・６年生 多目的室前から音楽室前廊下（３階）  

（席書会・校内書写展担当） 

 

     

 

  

「これがいい！」 

図工で付けたい力の一つが「自己決定する力」で

す。課題に対し、真摯に取り組み、材料・道具を選び、描

きたい物・つくりたい物のイメージをもち、制作していく

力です。「選ぶ・決める・完成する・・・」どの活動も「自

己決定する力」が必要です。子供たちには、「これでい

い。」ではなく、「これがいい！」と、作品を仕上げようと、

声を掛けています。 

授業中、アイディアが浮かばずに、困っている子供も

います。その場合は、選択肢をいくつか出し、その中で

一緒に決めていくこともあります。一方で、パッとアイデ

ィアが浮かび、早速、活動に取り組める子供もいます。

つくりたい物が決まった時に、一生懸命つくる姿には、

感動します。出来上がった作品は掲示をしたり、みんな

で鑑賞したりします。「〇〇さんの作品がよいです。理由

は・・・」ここにも「自己決定する力」が発揮されます。意

見を言えたこと、工夫した作品をつくったこと、その両方

が大切です。友達から作品を褒められると子供も嬉し

そうにしています。お互いの良さを見付けていけるように

しています。 

子供たちの活動を励まし、たくさんの「これがいい！」

をともに生み出していきたいと思います。 

（図工専科） 

 

 


